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今月の表紙
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�ʵ̔ 令和６年ୈ̏ճఆྫձ
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ொͷதɾߍߴੜ12ਓ͕ࢀՃͨ͠ʮ͋
ͭ·՝ൃ۷ձٞʯ͕̔月1�ɺ૯
߹έΞηϯλʔΏ͘ΓͰ։͔Ε·ͨ͠ɻ
ୈ̑ް࣍ਅொ૯߹ܭըࡦఆͷࣄલ४උ
ͱͯ͠ɺொຽͷҙݟΛूΊΔ͜ͱ͕
తɻੜెͨͪ৽ͳҙݟΛൃද͠ɺ
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�月ú÷ࡏݱɹʢɹʣલ月ൺ

人　口　4,246人（＋3)
உ�21�4ਓɹঁ�20�2ਓ

世帯数　2,113世帯（＋4）

ひとのうごき

厚
真
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
９
月
７
日
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
６
年
を
迎

え
た
厚
真
町
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
ýĀ
人
を
含
む
参
列
者
１
５
３
人
は
、

犠
牲
に
な
っ
た
úþ
人
を
し
の
ん
で
祈
り
を
さ
さ
げ
、
ま
ち
の
未
来
創
生
と
持
続
的
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。

追
悼
式
に
は
、
ご
遺
族
や
国
会
議
員
、
北
海
道
知
事
代
理
な
ど
が
参
列
し
ま
し

た
。
１
分
間
の
黙
と
う
に
続
き
、
宮
坂
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、
道
知
事
代
理
の
関
俊
一

胆
振
総
合
振
興
局
長
ら
来
賓
５
人
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
幌
里
地
区
で
被
災
さ
れ
新
町
地
区

在
住
の
中
村
忠
雄
さ
ん
が
遺
族
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

参
列
者
は
、
６
年
の
歳
月
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
祭
壇
に
白
菊
を
手
向
け
ま
し
た
。
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北
海
道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町
追
悼
式 広報あつまはインターネットでも！
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厚真町公式ＳＮＳ

厚真町ホームページ
τοϓϖʔδԼ෦ͷόφʔ͔Β

休載のお知らせ
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έδϡʔϧɾ֓ཁۀࣄඅʹ͍ͭͯʯ͠ࡌٳ
·͢ɻྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ
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ੜਪਐάϧʔϓ࠶ɾྛۀ՝�ྛࡁܦۀ࢈
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ʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γʣ

環境保全林活用に関する意見交換会

定額減税調整給付金
物価高騰給付金の確認書の提出期限

新町・豊沢・宇隆地区の環境保全林の活用方法について皆さんのご意見をお聞かせください。

定額減税調整給付金・物価高騰給付金の確認書の提出期限は、10月31日（木）です。

ொͰɺ৽ொɾ๛ɾӉོ۠ͷڥอશྛͷ׆
༻ํ๏ʹ͍ͭͯݕ౼ΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ
ঢ়ͷκʔχϯάҊΛઆݱձͰɺަݟճͷҙࠓ

໌্ͨ͠Ͱɺօ͞Μͷ͝ҙݟΛ͍·͢ɻ͓ܰؾʹ
Ճ͍ͩ͘͞ɻࢀ͝

日　時ɹ10月22	Ր
ɹ1࣌�ʙ20࣌
˞ผͷఔͰ࠶ҙަݟձΛ։͢࠵Δ༧ఆͰ͢ɻ
場　所ɹ૯߹ࢱηϯλʔ1֊ୈҰ和ࣨ
申し込み ෆཁ

ਃΛड͚͚͍ͯ·͢ɻରɺொ͔Β֬ೝॻڅࢧۚͷڅಅߴ͓ۚΑͼՁڅ੫ௐݮɺఆֹࡏݱ
͕ૹ͞ΕͨํͰ͢ɻఏग़ظΛա͗Δͱɺਃ͕ड͚͚ΒΕ·ͤΜͷͰ͋Β͔͡Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ

町からのお知らせ

拡充の対象
ᶃॴಘ੍ݶʹΑΓಛྫڅΛड͍ͯ͠څΔํ
ɹ�ॴಘ্ݶաʹΑΓࣇಐखɾಛྫڅΛड͠څ
͍ͯͳ͍ํ

ᶄߍߴੜ年ͷ͍͕ࢠΔํ
ᶅଟੈࢠଳͷํ

変更内容のポイント
ɾ͕ؒظڅࢧதֶੜҎԼ͔Βߍߴੜ年·ͰԆ
ɾॴಘ੍ݶΛఫഇ
ɾୈ̏ࢠҎ߱ͷֹڅࢧΛ̏ສԁʹ૿ֹ
ɾڅࢧճΛैདྷͷ年̏ճ͔Β年６ճʹ૿Ճ

申請手続き
ɾ�੍ վਖ਼ʹ͍ɺखଓ͖͕ඞཁͱࢥΘΕΔํʹ
͓ΒͤΛૹ͍ͯ͠·͢ɻ

ɾ�͓ Β͕ͤಧ͍͍ͯͳ͍ํͰ৽ͨʹडڅରʹ
ͳΔͱࢥΘΕΔ߹ਃ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ɾࣇ�ಐͷอެ͕ऀޢһͷ߹ɺैདྷͲ͓Γۈ
ઌͰͷखଓ͖ͱͳΓ·͢ɻ

申請期限
令和̓年̏月�1ʢ月ʣඞண

ॅຽ՝ࢠ�ҭͯࢧԉάϧʔϓɹὸ 2�Ȃ���2
ʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γʣ児童手当制度が変わります

児童を養育する保護者に支給されている児童手当が、10月分（12月支給）から大幅に拡充されます。

変更前（令和６年９月分まで）
支給対象 தֶߍमྃ·Ͱ

ʢ1ࡀ�౸ୡޙͷ࠷ॳͷ�月�1·Ͱʣ
所得制限 ॴಘ੍ݶݶֹɾॴಘ্ݶݶֹ͋Γ

手当月額

�ະຬࡀ̏ 1�000ԁ

ʙখֶੜࡀ̏ ୈ̍ ࢠɺୈ̎ࢠ 10000ԁ
ୈ̏ࢠҎ߱ 1�000ԁ

தֶੜ 10000ԁ
ॴಘ੍ݶʙॴಘ্ݶ �000ԁ
ॴಘ্ݶա ͳ͠څࢧ

支給月 年̏ճʢ̎月ɾ６月ɾ10月ʣ
第３子以降
加算対象

ੜ年·Ͱߍߴ
ʢ1ࡀ�౸ୡޙͷ࠷ॳͷ̏月�1·Ͱʣ

変更後（令和６年10月分から）
高校生年代まで
ʢ1ࡀ�౸ୡޙͷ࠷ॳͷ�月�1·Ͱʣ
所得制限なし

ະຬࡀ̏
ୈ̍ ࢠɺୈ̎ࢠ 1�000ԁ

ୈ̏ࢠҎ߱ 30,000円

ੜ年ߍߴʙࡀ̏
ୈ̍ ࢠɺୈ̎ࢠ 10000ԁ

ୈ̏ࢠҎ߱ 30,000円
年６回ʢۮ月ʣ˞令和６年12月͔Β
େֶੜ年·Ͱɹ˞ࡁܦతෛ୲͕͋Δ߹
ʢ22ࡀ౸ୡޙͷ࠷ॳͷ̏月�1·Ͱʣ

町高齢者生きがい活動促進事業スタート

活動紹介

町内の住民活動団体「あつまっぷる」（高橋康夫代表）は、８月28日から
毎週水曜日に開いている体操教室に加え、メンバーが育てた野菜の鉢
植えを高齢者に提供して会話の機会を増やす活動を始めました。町高
齢者生きがい活動促進事業の一環で、教室に参加できない独居高齢者
宅にも個別訪問し、高齢者の孤立化を防ぎ社会参加を促します。
「あつまっぷる」は、昭和63年10月に設立し、リングプルを集め
て車いすを寄贈する奉仕活動を行っていて、これまでに福祉施設等に
11台を寄贈しました。また、胆振東部地震後は、高橋代表が健康づく
りと介護予防を目的に町内の仮設住宅で暮らす人を対象にして体操教室
を開始。すべての仮設住宅から住民が退去した令和２年11月からは、町
総合福祉センターで１週間に１度、体操教室を続けています。教室には38
人が登録し、平均すると約６割が参加。ボランティアスタッフ17人と一緒
に歌ったり体操しながら汗を流しています。

野菜の鉢植えの提供は、高橋代表の発案です。野菜を育てる楽しさと食べ
る楽しみの一石二鳥だと思いました。また、鉢植えを介して暮らしぶりな
どが垣間見えるほか、参加者共通の話題になると考えました。体操教室
が終わったあと、一人ひとりに声を掛け、28日にはパセリを贈り、２
回目の９月18日にはトマトの苗をプレゼントしました。参加者は、苗
を観ながら「元気に育ってね」や「美味しい実をつけてね」などと談笑
しながら自宅に持ち帰りました。

高橋代表は、「体操教室を通じて、皆さんず
いぶん明るくなりました。食事や花、季節の
話など、身近な話題も増えています。野菜の
鉢植えの提供は、共通の話題づくりのため。
会話することで気持ちは前向きになり、次の
行動に移しやすくなります。お互いを気に掛
けることで、生きがい活動につなげることがで
きると思っています」と効果に期待しています。

町高齢者生きがい活動促進事業とは、介護予防や生きがい・健康づくりのために
高齢者が行うボランティア等の活動に対して支援する事業です。

ॅຽ՝�ࢱάϧʔϓὸ2�Ȃ���2

あつまっぷるが
野菜の鉢植えで見守り活動

ຖिਫ༵ʹ։͔ΕΔମૢࣨڭ

ύηϦͷു২͑ΛଃΔ
ॅຽ՝ࢱάϧʔϓͷڮߴओװ

ࡊͷു২͑ͱҰॹʹه೦ࡱӨ͢Δମૢࣨڭͷօ͞Μ
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同

意

◇
厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

厚
真
町
教
育
委
員
会
委
員
に
表
町
の
日

西
大
介
氏
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

◇
自
治
功
労
賞
表
彰

厚
真
町
婦
人
団
体
協
議
会
前
会
長
の
藤

本
昭
子
さ
ん（
新
町
）の
自
治
功
労
表
彰
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

◇
厚
真
町
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
条

例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
◇
厚
真
町
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結

◇
令
和
6
年
度
町
道
幌
内
左
岸
線
道
路
改

良
舗
装
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◇
町
道
軽
舞
豊
丘
線
官
光
橋
架
替
工
事

（
下
部
工
）請
負
契
約
の
締
結

◇
財
産
の
取
得
（
２
件
）

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

令
和
６
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）は
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８

２
１
６
万
２
千
円
が
追
加
さ
れ
、歳
入
歳

出
の
予
算
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１
１
７
億
９
６

２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。補
正
さ
れ

た
主
要
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
千
円

以
下
切
り
捨
て
）

・
ア
ナ
ロ
グ
規
制
点
検
見
直
し
支
援
委
託
料

（
１
７
６
万
円
）

・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
合
管
理
事
業

（
１
０
１
万
円
）

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業（６

５
３
万
円
）

・
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

（
１
２
２
３
万
円
）

・
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業（
補
助
）　　
　
　
　
　
　
　

（
１
１
２
万
円
）

・
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業

（
１
０
３
万
円
）

・
起
業
推
進
事
業　
　
　
（
２
５
６
万
円
）

・
空
き
家
対
策
推
進
事
業（
４
０
０
万
円
）

・
避
難
所
設
備
整
備
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
０
０
万
円
）

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇
令
和
６
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
保
険
事
業
勘
定
補

正
予
算
（
第
３
号
））

報

告

◇
所
管
事
務
調
査
報
告（
各
常
任
委
員
会
）

◇
委
員
会
調
査
報
告（
各
特
別
委
員
会
）

◇
財
政
援
助
団
体
等
に
関
す
る
監
査
の
結

果
報
告

◇
定
期
監
査
の
結
果
報
告

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

◇
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業
の
点
検
・
評

価
報
告

◇
令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

承

認

◇
専
決
処
分
の
承
認（
令
和
６
年
度
厚
真

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
））

◇
専
決
処
分
の
承
認（
令
和
６
年
度
厚
真

町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
補
正
予
算

（
第
２
号
））

認

定
（
付
託
）

◇
令
和
５
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

◇
令
和
５
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
５
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
５
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
５
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
令
和
５
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

意
見
書

◇
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備

等
に
関
す
る
意
見
書

一
般
質
問

折
坂
泰
宏
議
員
、
橋
本
豊
議
員
、
伊
藤

富
志
夫
議
員
、
澤
口
千
里
議
員
、
三
國
和

江
議
員
、
秋
永
徹
議
員
、
寺
坂
康
生
議
員

の
７
人
が
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

折
坂
議
員
は
出
産
育
児
一
時
金
の
給
付

に
つ
い
て
、
橋
本
議
員
は
河
川
改
修
と
治

山
工
事
に
お
け
る
流
末
処
理
に
つ
い
て
、

伊
藤
議
員
は
風
力
発
電
に
つ
い
て
、
澤
口

議
員
は
水
産
業
振
興
に
つ
い
て
、
三
國
議

員
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、
秋
永

議
員
は
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
寺
坂

議
員
は
商
工
業
振
興
と
都
市
計
画
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問
し
ま
し
た
。

行
政
報
告

◇
８
月
27
日
の
大
雨
に
よ
る
公
共
施
設
お

よ
び
農
業
施
設
等
の
被
害
に
つ
い
て

ア
メ
ダ
ス
デ
ー
タ
で
は
、
８
月
27
日
午

前
５
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
の
６
時
間
の

雨
量
は
１
０
７
㎜
に
達
し
、
特
に
午
前
６

時
か
ら
の
１
時
間
で
41
・
５
㎜
、
午
前
６

時
か
ら
の
３
時
間
で
１
０
１
・
５
㎜
と
短

時
間
で
記
録
的
な
降
水
量
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
午
前
６
時
36
分
に
洪
水
警

報
が
発
表
さ
れ
る
と
同
時
に
非
常
警
戒
本

部
を
設
置
し
、
地
区
連
絡
員
に
よ
る
町
内

の
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
全
域
で
大

雨
の
影
響
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に

高
丘
地
区
、
本
郷
地
区
で
土
砂
の
流
出
や

道
路
の
冠
水
に
よ
り
道
道
・
町
道
の
通
行

に
支
障
が
生
じ
、
午
前
８
時
に
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
午
前
８
時
50
分
に
厚
北
地
域

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ら
や
ま

を
自
主
避
難
所
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
後
３
時
ご
ろ
よ
り
再
び
雨
が

降
り
始
め
ま
し
た
が
大
雨
と
は
な
ら
ず
、

午
後
６
時
に
自
主
避
難
所
２
カ
所
を
閉

鎖
、
午
後
９
時
６
分
に
は
洪
水
警
報
が
解

除
さ
れ
ま
し
た
。
自
主
避
難
所
へ
避
難
さ

れ
た
方
は
１
人
、
住
家
被
害
は
床
下
浸
水

２
戸
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
大
雨
に
よ
り
、
厚
真
川
本
流
お
よ

び
支
流
河
川
が
増
水
し
、
町
内
の
道
路
・

河
川
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
道
路
が
路
肩

崩
壊
な
ど
で
25
カ
所
、
河
川
が
河
岸
決
壊

な
ど
21
カ
所
、
合
計
46
カ
所
で
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
公
共
土
木
施
設
に
お

け
る
災
害
復
旧
事
業
は
、
す
で
に
応
急
措

置
を
行
っ
た
道
路
・
河
川
の
修
繕
料
２
３

０
０
万
円
お
よ
び
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

申
請
予
定
の
河
川
９
カ
所
分
の
測
量
調
査

設
計
費
７
２
０
万
円
を
専
決
処
分
さ
せ
て

い
た
だ
き
、復
旧
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
町
の
ぞ
み
団
地
20
戸
、
本
郷

き
ず
な
団
地
８
戸
、
両
災
害
公
営
住
宅
に

お
い
て
は
、
各
戸
に
設
置
し
て
い
る
浸
透

桝
の
隙
間
か
ら
雨
水
が
流
入
し
、
接
続
す

る
排
水
管
を
逆
流
し
、
床
下
ピ
ッ
ト
に
雨

水
が
侵
入
す
る
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

直
ち
に
被
害
調
査
を
行
う
と
と
も
に
水
抜

き
作
業
を
開
始
し
、
９
月
５
日
に
作
業
は

完
了
し
ま
し
た
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
雨
水
の
侵
入
を

防
ぐ
た
め
全
戸
密
閉
型
の
浸
透
桝
に
交
換

し
、
配
管
に
は
逆
流
防
止
用
の
弁
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
恒
久
的
な
対
策
を
講
じ
ま

す
。農

作
物
お
よ
び
農
業
施
設
の
被
害
状
況

で
す
が
、
浸
水･

冠
水
等
が
確
認
さ
れ
た

農
作
物
の
面
積
は
１
８
７
ha
で
、
内
訳
は

水
稲
１
４
６
ha
、
豆
類
・
て
ん
菜
等
の
畑

作
物
で
31
ha
、
飼
料
作
物
で
５
ha
、
露
地

野
菜・施
設
園
芸
で
５
ha
で
し
た
。
ま
た
、

エ
ゾ
ジ
カ
侵
入
防
止
柵
は
７
３
５
０
ｍ
の

倒
壊
が
あ
り
ま
し
た
。
農
作
物
の
被
害
金

額
は
約
７
４
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。農

業
施
設
で
は
、
法
面
崩
壊
等
の
農
地

損
壊
が
17
件
、
用
排
水
路
等
の
損
壊
が
95

件
、
農
道
の
損
壊
が
27
件
、
そ
の
他
５
件

で
、
被
害
金
額
は
約
４
１
２
０
万
円
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
農
業
施
設
災
害
の
復
旧
に
あ
た

り
、
被
災
地
域
の
多
面
的
機
能
支
払
事
業

の
資
源
保
全
協
議
会
と
調
整
を
図
り
、
比

較
的
軽
微
で
か
つ
対
応
が
容
易
な
復
旧
工

事
は
資
源
保
全
協
議
会
で
対
応
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
復
旧
工
事
は
、
町
単
独
の

支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
過

去
の
災
害
対
応
と
同
様
に
「
農
業
施
設
等

被
災
に
対
す
る
災
害
復
旧
事
業
特
別
要

綱
」
を
制
定
し
、
今
後
の
補
正
予
算
で
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

収
穫
の
秋
を
前
に
こ
の
た
び
の
大
雨
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
生
産
者
の
皆
様
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
生
産
者
の
皆
様
の
生
産
意
欲
が
減

退
し
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、
迅
速
に
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

【
水
稲
】胆
振
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

東
胆
振
支
所
が
調
査
し
た
農
作
物
の
生
育

状
況
に
よ
る
と
、
８
月
15
日
時
点
で
生
育

は
７
日
早
く
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
稔

実
調
査
に
よ
る
不
稔
率
は
、
冷
害
危
険
期

も
高
温
傾
向
で
推
移
し
、「
な
な
つ
ぼ
し
」

で
3.8
％
（
過
去
５
年
平
均
値
6.3
％
）
程
度

と
2.5
％
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

８
月
27
日
の
大
雨
で
河
川
が
氾
濫
し
、
収

穫
不
能
の
ほ
場
が
発
生
し
た
地
区
や
冠

水
、倒
伏
が
見
ら
れ
る
ほ
場
が
あ
る
な
ど
、

収
穫
作
業
に
苦
慮
す
る
こ
と
や
品
質
の
低

下
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

農
林
水
産
省
が
発
表
し
た
８
月
15
日
現

在
の
本
年
産
水
稲
の
作
柄
概
要
で
は
、
北

海
道
は
「
や
や
良
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
高
温
で
推
移
す
る
と
成
熟
期
が

早
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
収
穫
作
業
も

平
年
よ
り
約
1
週
間
程
度
早
く
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
秋
ま
き
小
麦
】
収
穫
作
業
が
平
年
よ

り
６
日
早
く
開
始
さ
れ
、
７
月
23
日
に
終

了
し
ま
し
た
。
登
熟
日
数
は
43
日
と
平
年

並
で
し
た
が
、
登
熟
期
間
中
の
日
照
時
間

が
長
く
粗
麦
重
量
は
平
年
を
上
回
る
見
込

み
で
す
。

８
月
19
日
現
在
の
調
製
状
況（
厚
真
地

区
分
）で
は
、
秋
小
麦
の
受
入
重
量
は
１

９
１
３
ｔ
で
、等
級
麦
は
１
６
８
２
ｔ（
約

88
％
）を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
春

小
麦
の
受
入
重
量
は
１
２
８
９
ｔ
で
、
等

級
麦
は
１
０
３
１
ｔ（
約
80
％
）を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

【
大
豆
】
草
丈
は
平
年
に
比
べ
て
低
い

で
す
が
、
葉
数
は
平
年
並
み
、
さ
や
数
は

平
年
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
小
豆
】
平
年
に
比
べ
草
丈
は
長
く
、

葉
数
は
や
や
多
く
さ
や
数
は
多
く
推
移
し

て
い
ま
す
。

【
て
ん
菜
】
食
害
病
害
虫
の
発
生
も
少

な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
根
周
の
肥
大
も

順
調
で
生
育
は
平
年
よ
り
５
日
程
度
進
ん

で
い
ま
す
。

【
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
】
か

ん
長
は
平
年
よ
り
短
い
で
す
が
、
熟
期
は

平
年
よ
り
５
日
程
度
早
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
ジ
ャ
ガ
イ
モ
】
収
穫
作
業
は
８
月
上

旬
か
ら
始
ま
り
、順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

８
月
中
旬
の
坪
堀
調
査
で
は
、
１
株
あ
た

り
の
イ
モ
数
は
や
や
多
く
、
で
ん
粉
含
量

は
平
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
そ
菜
園
芸
】
ほ
う
れ
ん
草
は
、
７
月

下
旬
よ
り
ト
ロ
ケ
症
や
生
理
障
害
等
が
発

生
し
製
品
率
が
低
下
、
現
在
は
出
荷
量
が

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
９
月
以

降
の
出
荷
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
７
月
中
は
病
害
虫

の
発
生
も
少
な
く
潤
沢
な
出
荷
と
な
り
ま

し
た
が
８
月
中
旬
以
降
は
、
病
害
の
発
生
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も
見
受
け
ら
れ
製
品
率
の
低
下
が
見
ら
れ

ま
す
。
現
在
は
、
活
着
不
良
や
焼
け
に
よ

り
出
荷
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

花
き
は
、
前
進
開
花
と
な
り
草
丈
は
短

く
製
品
率
は
低
下
し
需
要
期
前
に
出
荷

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
も
同
様
に

前
進
開
花
し
て
お
り
秋
彼
岸
用
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
出
荷
が
続
い
て
い
ま
す
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
は
、
着
果
の
バ
ラ
ツ
キ
に

よ
り
収
量
は
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
、
７
月
中
旬
か
ら
高
温
が
続
く

傾
向
に
あ
り
、
干
ば
つ
や
局
地
的
な
集
中

豪
雨
が
発
生
す
る
な
ど
気
象
変
動
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
年
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
全
国
的
な
米
の
収
量
減

の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
令
和
６
年
産
米

の
価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
依
然

と
し
て
高
止
ま
り
し
て
い
る
生
産
費
の
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ら
の
情
勢
に
的
確
に
対
応
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
す

る
と
と
も
に
、
収
穫
作
業
の
最
盛
期
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
農
作
業
事
故
に
十
分

注
意
さ
れ
る
よ
う
生
産
者
へ
の
呼
び
か
け

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
の
判
決
に
つ

い
て本

件
は
、
令
和
４
年
３
月
３
日
に
、
茨

城
県
日
立
市
の
木
材
製
造
会
社
が
原
告
と

な
り
、
当
町
お
よ
び
赤
平
市
の
木
材
製
造

会
社
（
以
下
「
被
告
会
社
」）
を
相
手
に

損
害
賠
償
を
求
め
て
訴
訟
提
起
さ
れ
た
も

の
で
す
。

訴
訟
の
概
要
は
、当
町
が
平
成
24
年
に
、

原
告
が
町
内
で
所
有
す
る
稼
働
停
止
中
の

工
場
内
の
動
産
１
７
２
点
に
つ
い
て
、
町

税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ
え
、
公

売
を
実
施
し
た
際
、
差
し
押
さ
え
物
件
の

購
入
者
で
あ
る
被
告
会
社
に
公
売
対
象
外

で
あ
っ
た
機
械
２
台
を
引
き
渡
し
た
こ
と

に
対
し
、
所
有
権
を
侵
害
す
る
も
の
と
し

て
、
原
告
が
逸
失
利
益
等
を
含
め
た
損
害

約
１
億
２
２
０
０
万
円
の
う
ち
、
そ
の
一

部
の
１
０
０
０
万
円
と
遅
延
損
害
金
の
支

払
い
を
求
め
て
提
訴
し
た
も
の
で
す
。

札
幌
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
違
法
性

や
過
失
の
有
無
、
損
害
額
の
算
定
に
つ
い

て
、
主
張
お
よ
び
立
証
を
行
う
口
頭
弁
論

を
経
て
、
令
和
６
年
１
月
19
日
に
一
審
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
判
決
の
認
定

内
容
は
、
当
時
の
町
担
当
職
員
に
は
公
売

対
象
外
の
機
械
を
引
き
渡
さ
な
い
義
務
が

あ
っ
た
と
し
、
職
員
の
認
識
不
足
と
確
認

事
務
手
続
き
の
不
備
と
い
う
瑕か

疵し

が
あ

り
、
故
意
に
よ
る
引
き
渡
し
は
認
め
ら
れ

な
い
も
の
の
、
違
法
性
や
過
失
が
認
め
ら

れ
る
と
し
て
、
町
に
３
７
６
万
円
、
被
告

会
社
に
１
０
１
万
円
、
そ
れ
に
対
す
る
年

５
％
の
遅
延
損
害
金
、
訴
訟
費
用
の
一
部

の
支
払
い
を
命
じ
る
も
の
で
し
た
。
町
と

し
て
は
、
瑕
疵
を
認
め
、
損
害
額
の
評
価

は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
、
支
払
い
に
応
じ

る
意
向
で
し
た
が
、
判
決
の
内
容
に
、
原

告
が
町
に
対
し
差
し
押
さ
え
の
強
制
執
行

が
で
き
る
「
仮
執
行
宣
言
」
が
付
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
不
服
と
し
、
控
訴
の
提
起
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
１
月

29
日
に
控
訴
の
提
起
に
つ
い
て
専
決
処
分

を
行
い
、
１
月
30
日
に
札
幌
高
等
裁
判
所

に
原
告
を
相
手
方
と
す
る
控
訴
状
お
よ
び

強
制
執
行
停
止
決
定
申
立
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
２
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
６

年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
専
決
処
分
を

報
告
し
、
議
会
の
承
認
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

令
和
６
年
２
月
１
日
に
は
、
相
手
方
か

ら
一
審
判
決
に
お
け
る
損
害
額
を
不
服
と

す
る
控
訴
状
が
提
出
さ
れ
、
５
月
30
日
か

ら
札
幌
高
等
裁
判
所
に
お
け
る
控
訴
審
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
審
理
が
進
め
ら
れ
る

な
か
で
、
双
方
と
も
一
審
判
決
を
補
充
す

る
主
張
お
よ
び
立
証
が
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
た
め
、
裁
判
所
か
ら
和
解
協
議
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、
対

応
に
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
遺
憾

の
意
を
表
明
す
る
和
解
を
受
諾
す
る
意
向

を
示
し
ま
し
た
が
、
相
手
方
が
和
解
に
応

じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
８
月
６
日

に
札
幌
高
等
裁
判
所
の
判
決
言
い
渡
し
に

至
っ
て
い
ま
す
。
二
審
判
決
の
内
容
は
、

「
本
件
各
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。」

も
の
で
あ
り
、
一
審
判
決
内
容
か
ら
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
月
22
日
に
は
、
相
手
方
か
ら
最
高
裁

判
所
へ
上
告
の
提
起
が
あ
り
、
三
審
の
審

理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
年

内
に
は
三
審
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
り
、
上
告
審
の
決
定
を
も
っ
て
本

訴
訟
事
件
が
終
結
し
、
判
決
が
確
定
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

本
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
は
、
当
町
に
お

い
て
12
年
前
の
事
務
手
続
き
に
瑕
疵
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
相
手

方
に
損
害
を
与
え
た
こ
と
は
行
政
不
信
を

招
く
事
案
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
深
く
反
省
し
、
職
員

へ
の
指
導
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
今
後

こ
の
よ
う
な
事
案
が
発
生
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
適
正
な
事
務
事
業
の
執
行
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
車
検
切
れ
公
用
車
の
運
行
に
つ
い
て

建
設
課
都
市
施
設
グ
ル
ー
プ
が
所
管
す

る
公
園
等
維
持
管
理
業
務
用
の
公
用
車
1

台
に
つ
い
て
、
車
検
期
間
が
満
了
し
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
運
行
・
使
用
し
て
い

た
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。
8
月
9
日

に
車
検
期
間
が
満
了
し
て
い
ま
し
た
が
、

公
用
車
管
理
担
当
職
員
が
車
検
整
備
手
続

き
を
失
念
し
、
9
月
9
日
ま
で
車
検
切
れ

の
小
型
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
を
公
園
等
維
持
管

理
業
務
に
従
事
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員

2
人
が
運
転
し
て
い
ま
し
た
。
走
行
日
数

は
19
日
間
で
、
走
行
距
離
は
８
５
７
㎞ 
で

し
た
。
こ
の
間
に
車
両
の
故
障
や
交
通
事

故
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
9
月
9
日

に
公
用
車
管
理
担
当
職
員
自
身
が
車
検
切

れ
に
気
づ
い
た
た
め
、
直
ち
に
当
該
車
両

の
運
転
を
中
止
さ
せ
、
車
検
整
備
手
続
き

を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
車
検
整
備
を

終
え
、
通
常
の
運
行
・
使
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
事
実
判
明
後
は
直
ち
に
、

町
が
所
有
す
る
全
て
の
公
用
車
の
車
検
期

間
状
況
を
調
査
し
、
車
検
切
れ
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
な
お
、
9
月
10

日
に
苫
小
牧
警
察
署
に
報
告
し
て
お
り
、

同
日
警
察
に
よ
る
当
該
事
案
の
当
事
者
3

人
に
対
す
る
事
情
聴
取
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
件
は
、
行
政
機
関
に
対
す
る
信
用

を
失
墜
さ
せ
る
事
案
で
、
誠
に
遺
憾
で
あ

り
、
指
揮
・
監
督
の
総
責
任
者
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生

し
な
い
よ
う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

と
再
発
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町

政
へ
の
信
頼
を
回
復
す
べ
く
職
員
全
員
が

職
務
に
対
す
る
責
任
感
と
使
命
感
を
基
本

と
し
て
、
緊
張
感
を
も
っ
て
業
務
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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町と北海道石油共同備蓄株式会社が
吉野地区で桜を植樹

鵡川漁協厚真支所がホッキ貝をプレゼント

厚真町戦没者追悼式

ೝఆূΛͭ࣋ொڠޫ؍ձͷදཧࣄ
ʢதԝʣͱೝఆϓϨʔτΛࣄݪͭ࣋ہ

২थهʹޙ೦ࡱӨ͢Δؔऀͷօ͞Μ
সإʹแ·Ε ʮͨͳΒ·ϚϧγΣʯ

ொڠޫ؍ձ͕औΓΜͰ͍ΔֶࡂशϓϩάϥϜ͕ɺࠃͷʮୈ
̍ճ/*110/࢈ࢿࡂʯʹೝఆ͞Εɺ̕月12ʹ૯߹ࢱη
ϯλʔͰೝఆূͷୡ͕ࣜߦΘΕ·ͨ͠ɻ
ʮ/*110/࢈ࢿࡂʯɺֳͱࠃަ௨ল͕ҬͰൃੜ
Λঝ܇ڭͷࡂઃࢪΛ͔Γ͑͘͢Δگͷঢ়ࡂͨ͠
͢Δ׆ಈͳͲΛೝఆ͢Δ੍Ͱɺࠓ年̑月ʹઃ͞Ε·ͨ͠ɻ
Δ͢ݙߩʹಈҬߦԽ͠ɺओମతͳආࣄϦεΫΛࣗࡂ
ߦࡂಈʹͭͳ͛Δ͜ͱΛతʹ͍ͯ͠·͢ɻ
ްਅொͷֶࡂशϓϩάϥϜɺฏ�0年ւಓৼ౦෦
ͷൃੜޙɺொॅࡏͷऀݧܦʹՃ͑ͯࡢ年͔Βްߴੜ
ΨΠυʹՃΘΓɺ෯ੈ͍ʹࡂΛ෩Խͤ͞ͳ͍ͨΊͷঝ
ࣄ༗ͯ͠ࢪಈΛଓ͚͍ͯΔ΄͔ɺආॴӡӦϓϩάϥϜ࣮׆
ʹର͢Δࡂҙࣝͷ্Λਤ͍ͬͯΔͳͲ͕ධՁ͞Ε·ͨ͠ɻ
ࣨའ։ൃݐઃ෦ͷࠤ౻ప෦͔ΒೝఆূΛड͚औͬͨொޫ؍
ɺ࢝͜͠ಈΛ։׆年̑月͔Βݩʮ令和ہࣄ༞ೋݪձͷڠ
Ε·Ͱʹ̍ສਓΛඃࡂΨΠυπΞʔʹ͝Ҋ͠·ͨ͠ɻࢀ
Ճ͞Εͨօ͞ΜʹɺࡂΛࣗࣄͱ͖ͯ͠߹͍͚ͬͯͨͩ
Δػձʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ͞·͟·ͳํͷࢧԉ͝͠ँײʹྗڠ
·͢ʯͱೝఆΛتͼ·ͨ͠ɻ

年ʹଓ͖̎ճͱͳΔʮͳΒ·ϚϧγΣʯ͕̔月24ɺࡢ
ްҬࡂίϛϡχςΟηϯλʔͳΒ·Ͱ։͔Ε·ͨ͠ɻ
ॅຽͷίϛϡχςΟΛҭΉຽؒஂମͷʮ͋ͭ·ΔΧϑΣɹ

ͳΒ·ʯ͕ओ͠࠵ɺ࢈ͷࡊख࡞Γ࡞ͷൢചɺϦα
ΠΫϧɾόβʔͳͲ͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻग़ళऀɺདྷऀͱ
ஊ͠ͳ͕ΒίϛϡχέʔγϣϯΛਂΊɺձऴ࢝সإʹแ
·Ε·ͨ͠ɻ

町観光協会が
第１回NIPPON防災資産に認定

第２回「ならやまマルシェ」を開催

ా͞Μʹͯ͜ͷํ͍ΛڭΘΔ
େֶͷֶੜཱͨͪࢢຈࡳ

େֶͷֶੜΒ1�ਓ͕̕月͔̕Β11·Ͱͷ̏ؒɺཱࢢຈࡳ
৽ொͷγΣΞΦϑΟεͰɺࠨ৬ਓͷాഹհ͞Μ͔Β͍ͬ͘͠࡞
ΓΛֶͼนృΓΛମ͠ݧ·ͨ͠ɻ
ా͞ΜɺӜՏொΛڌʹࠃ֎Ͱ׆ಈ͍ͯ͠Δ৬ਓɻຊͷ
౷తͳݐஙจԽʹ৮ΕͯΒ͓͏ͱɺࡳຈཱࢢେֶ͕ओ͠࠵ொ͕
Λؒ࣌౬Λ͔͠ɺͯ͜͠ىԉ͠·ͨ͠ɻֶੜͨͪɺͰՐΛޙ
͔͚ͯఱવւͷΪϯφϯιΛͷΓঢ়ʹࣽࠐΜͩ͋ͱফੴփͳͲ
Λ͍ࠞͥͯͬ͘͠Λɻా͞Μͷख΄Ͳ͖Λड͚ͳ͕ΒίςΛ
༷ΛσβΠϯͨ̎͠छྨͷനͯͬҰͳนͱੴΛۉృް͕ͯͬ
นʹ্͛·ͨ͠ɻ

札幌市立大学の学生が
しっくい作りと壁塗りに挑戦
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■
全
校
集
会
・
夏
季
確
認
テ
ス
ト（
８
月
22
日
）

休
業
明
け
の
全
校
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
夏
季
休
業
期
間
に
講
習
、
補
習
、
部
活

動
や
、
課
外
活
動
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

生
徒
た
ち
も
全
員
が
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
全
校
集
会
終
了
後
、
夏
季
確

認
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
全
員
が
真
剣
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

■
高
体
連
陸
上
競
技
新
人
戦
（
８
月
24
日
、

25
日
）

第
û÷
回
北
海
道
高
校
陸
上
競
技
新
人
大
会

室
蘭
支
部
予
選
会
が
室
蘭
市
で
行
わ
れ
、
男

子
砲
丸
投
げ
で
１
年
生
の
大
垣
尊
良
さ
ん
が

øþ
ｍ
øù
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。高
校
１
年
生

で
は
史
上
初
の
øþ
ｍ
超
え
で
、北
海
道
高
校
新

記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。
更
な
る
記
録
更
新

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
前
期
期
末
考
査
（
８
月
29
日
〜
９
月
３
日
）

前
期
期
末
考
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
２
学

期
制
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
に

実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
学
習
成
果
を

確
認
す
る
た
め
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

■
北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
９
月
６
日
）

全
道
一
斉
の
防
災
訓
練
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
６
年
前
に
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
た
日
で
も
あ
り
ま

す
。
厚
真
町
の
最
大
震
度
は
７
で
、
道
内
で

は
災
害
関
連
死
を
含
め
ûû
人
が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
正
午
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
自
ら

判
断
し
、
自
分
の
命
を
守
る
行
動
を
伝
え
ま

し
た
。

■
生
徒
会
役
員
選
挙
（
９
月
12
日
）

新
生
徒
会
役
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
候
補
し
た
の
は
、
会
長
の
関
口
さ
ん
、
副

会
長
の
蹴
揚
さ
ん
、
書
記
の
磯
谷
さ
ん
、
稲

川
君
、
会
計
の
木
村
さ
ん
、
議
長
の
小
宅
さ

ん
、
監
査
の
伊
勢
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
で
、
候

補
者
全
員
が
全
校
選
挙
で
承
認
を
受
け
ま
し

た
。
ø÷
月
の
生
徒
会
役
員
認
証
式
で
校
長
先

生
か
ら
認
証
状
を
受
け
取
り
ま
す
。

■
全
校
強
歩
大
会
（
９
月
13
日
）

全
校
強
歩
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
全
行
程

øú
・
７
㎞
、全
校
生
徒
þ÷
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
佐
瀬
校
長
は
「
個
々
の
体
力
に
応

じ
て
完
走
に
向
け
て
達
成
感
や
成
就
感
を
実

感
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え

ま
し
た
。
行
事
の
た
め
に
、
厚
真
町
、
厚
真

町
教
委
の
ご
協
力
の
も

と
、
野
沢
組
様
、
あ
つ

ま
る
ネ
ッ
ト
様
、
厚
真

駐
在
所
様
、
厚
真
町
交

通
指
導
員
様
、
厚
真
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
蛯
名
様
、

小
野
様
、
平
田
様
の
ご

協
力
で
、
素
晴
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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厚真町で活動している地域おこし協力隊をご紹介！

現在活動している協力隊〈９月末現在〉

ɹۀ ˜10ਓɹɹڭҭັྗԽ ˜̏ਓɹ
ɹܕۀى ˜11ਓɹڠಇܕ ˜̕ਓ

―厚真町ではどのような活動をしていますか？
ொͷࣜגձࣾTPOSBLVͷࣾһͱͯ͠ɺࠓ年̐月ʹ

্ްਅ۠ʹΦʔϓϯͨ͠ϩʔιϯͷళΛ͍ͯ͠·͢ɻ
Ϩδۀɺചཧɺൃɺݿࡏཧɺళ০ɺ
Ϋϧʔʢैۀһʣͷγϑτ࡞ͳͲɺళฮӡӦશൠΛ୲
͍ͯ͠·͢ɻίϛϡχςΟʔεϖʔείΠϯϥϯυϦʔ
ͳͲɺҰൠతͳίϯϏχʹͳ͍ػΛ׆༻ͯ͠Ҭͷ
ํʑ͕ܰؾʹདྷళͰ͖Δ͓ళͮ͘ΓΛ৺ֻ͚͍ͯ·͢ɻ
ʕ所属する会社について教えてください
ʮՐΛ͜͠ىҬͷΛ্͛Δʯͱ͍͏ۀاཧ೦ͷ
ͱͰɺҬͷݯࢿࡁܦͷαεςφϒϧͳ॥͠ݙߩʹ
͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻTPOSBLVΛࣈͰॻ͘ͱʮଜָʯ
ͰɺҬΛָ͘͠ͱ͍͏ҙຯ͕ࠐΊΒΕ͍ͯ·͢ɻҬ
ଓՄʹͳ͍ͬͯͨ͘ΊʹΛΘͣɺ৽͍͕࣋͠
νϟϨϯδΛ͍͖͍ͯͨ͠ͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻொͰ
࣭όΠΦϚεൃిۀࣄӦΜͰ͍·͢͠ɺίϯϏχۀࣄ
Ҭͷ࣋ଓՄੑΛߴΊΔͨΊʹඞཁͳۀࣄͱͯ͑ߟ
͍·͢ɻ

—これまでどのような経験をしてきましたか？
ڧͰษߍઐֶͯ͠ࢦΛ࢜ܭɺެೝձޙۀΛଔߍߴ

͍ͯ͠·ͨ͠ɻͦͷޙɺݩผொͷΧϑΣͰΞϧόΠ
τΛ͠ͳ͕ΒࣗͷΓ͍ͨࣄΛ୳͍ͯ͠·ͨ͠ɻٿ
ձࣾTPOSBLVʢιϯࣜגͳ͜ͱ͋Γɺ͖ઓ͕େ؍
ϥΫʣͷάϧʔϓ͕ۀاखֻ͚ΔٿνʔϜͷஂٿ৬һ
ʹԠืͨ͜͠ͱ͋Γ·ͨ͠ɻ
―厚真町の印象は？
ॳΊͯͷҰਓΒ͠Ͱɺ࠷ॳۙॴʹҿΈʹ͘ߦͱ͜

Ζࢪָޘઃ͕গͳ͘ෆศΛ͍ͯ͡ײ·͕ͨ͠ɺۙॴ
ͷํʑ͕ͱͯʹͯ͘͠Ε͍ͯΔͷͰָ͍͠ੜ׆Λ
ૹ͍ͬͯ·͢ɻ࣌ʹࡊΛ͍ͨͩ͘͜ͱ͋Γɺொͷ
ਓͷԹ͔͞Λ͍ͯ͡ײ·͢ɻ
―３年後の目標は？
ொຽʹدΓఴ͍ɺொຽ͕ू͏͓ళʹ͍ͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ

·͢ɻྫ͑ɺళฮͷલͰఆظతʹϚϧγΣΛ։ͨ͠࠵
ΓɺళͷίϛϡχςΟεϖʔεΛ׆༻ͨ͠Πϕϯτ
։͖͍ͨͰ͢Ͷɻ·ͨɺ͓ถ͓ञͳͲͷॏ͍ͨ
େྔʹߪೖͯ͘͠ΕͨํͷαʔϏεΛ࣮͍ͨ͠ݱ
Ͱ͢ɻ

藤
ふじた
田 千

ちな り
愛さん

協働型協力隊

ணɿ令和６年̐月ʢ̍年ʣ
ग़ɿผொ

ްਅொͱΈͳ͞ΜͷؔΛͭͳ͙Σϒ
αΠτʮ͋ͭ·ͷ͓ͱʯͰɺҬ͓͜
ͷใΛ͡Ίɺொͷʮώτɾୂྗڠ͠
ίτɾϞϊʯɺʮઓͱग़ձ͍ʯͷใΛ
ൃ৴͍ͯ͠·͢ɻ

าେձڧ

͍͍͠ ΓΎ͏ͨΖ͏

͚ͨ͏ͪ Γͭ
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健診・検診・相談・教室など

①乳児健診（前期）②乳児健診（後期）
③１歳６カ月児健診 ④３歳児健診

対 象
①�令和6年５月22日～令和6年８月20日生まれ
②�令和5年11月22日～令和6年２月20日生まれ
③�令和5年３月19日～令和5年５月27日生まれ
④�令和3年９月19日～令和3年11月27日生まれ

と き ①②：11月20日（水）　
③④：11月27日（水）　˞ݸผʹ通知

と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル、アンケート
歯ブラシ（①は不要）、早朝尿（④のみ）

総合がん検診　※要事前予約

対 象

①胃がん：40歳以上　②大腸がん：40歳以上
③前立腺がん：50歳以上の男性
④乳がん：40歳以上の女性（昭和奇数年生まれ）
⑤�子宮がん：20歳以上の女性（昭和奇数年生まれ、
平成偶数年生まれ）

と き 11月5日（火）、令和7年1月16日（木）
※申込者に個別に通知

と こ ろ
北海道対がん協会札幌がん検診センター
※厚真町からの送迎あり
※②のみの場合は、センターへの来院不要

申し込み健診実施日の１カ月前までに申し込み※�詳細は、広報あつま９月号折込の案内を参照

と き 10月25日（金）、11月15日（金）
10時～15時（１人あたり50分程度）

と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

申し込み １週間前までに健康推進グループに
お申し込みください。

こころの相談
心身ともに、こんな変化はありませんか？
・眠れない
・人の視線が気になる
・人に会いたくない
・以前よりイライラする
・何事にも集中できない
・日常生活に支障が出るほどお酒を飲む　など
ストレスなどからくるこころの危険信号かもしれません。
臨床心理士が、本人やご家族のこころの健康や子育ての
悩みを抱える親御さんの相談に応じます。
一人で抱え込まずに、ぜひご相談ください。

日 程 病　　院　　名 住  所（苫小牧市） 電話(0144)
3日（日） とまこまい脳神経外科 光洋町1–12–20 75–5111
4日（月祝） 苫小牧泌尿器科・循環器内科 明野新町2–1–12 57–0455
10日（日） 同樹会苫小牧病院 新中野町3–9–10 36–1221
17日（日） 苫小牧日翔病院 矢代町2–9–13 72–7000
23日（土祝） ハート整形ペインクリニック 三光町2–5–3 38–7000
24日（日） 勤医協苫小牧病院 見山町1–8–23 72–3151

11月の夜間・日曜・祝日の医療機関

˞มߋʹͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻපӃ৽ฉͳͲͰࣄલʹ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

外科系
苫小牧市夜間休日急病センター

住　　所 苫小牧市旭町2–9–2
電　　話 0144–32–0099

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
日曜祝日 ９時～翌朝7時

内科・小児科系 ྍؒ࣌ɿ̕ ࣌�d1࣌

保健所の相談
͍߹Θͤɹখอ݈ॴ�ὸ0144ô�4ô41��

相 談 ・ 検 査 の 名 称 日　程
女性の健康相談

11月19日（火）妊娠、出産、子育てなど女性の心身
の相談
肝炎ウィルス検査・梅毒検査

11月５日（火）
11月19日（火）感染が疑われる方は無料

（要事前確認）
骨髄バンク登録 要事前予約

（随時受付）登録の基準があります
ＨＴＬＶ－１抗体検査

11月19日（火）
10日前までに予約してください
ＨＩＶ検査（エイズ相談） 11月５日（火）

11月19日（火）無料、匿名検査（要事前確認）
エイズ専用電話☎0144-35-7474

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp　☎0120-20-8699　☎011-221-8699(携帯·PHSから)

北海道救急医療・広域災害情報システム

住民課 健康推進グループ　☎26‒7871（総合ケアセンターゆくり内）

こどもの予防接種

予約時は、予防接種専用サイトで接種対象であるかどうかを確認してください。専用サイトと母子健康手帳の接種履
歴に相違がある場合などは、住民課健康推進グループ（保健師）までご連絡ください。

接 種 日
未 就 学 児 水 曜 日 14時～15時（この時間は一般診療休み） 予防接種

専用サイト
小 学 生 ～19歳 月・ 金 曜 日 ９時～12時、14時～17時

水 曜 日 ９時～12時、15時～17時
予 約 / 受 付
接 種 場 所

あつまクリニック　☎ 27–2422　京町15
前の週の金曜日までに予約が必要です〈予約受付時間:９時～12時、15時～17時〉

持 ち 物 母子健康手帳、予診票

対象者 標準的な接種期間と回数
ロタウイルス（１価） ੜ６ޙʙ24िະຬ ùþҎ্͚͋ͯ̎ճɹ˞̍ճ14ि６·Ͱʹछ

B 型 肝 炎 ੜ̎ޙΧ月ʙ̍ ະຬࡀ ïॳճðùþҎ্͚͋ͯ̎ճ
ʢՃʣ̍ ճऴ͔ྃޙΒù÷िҎ্͚͋ͯ̍ճ

ヒ ブ（※1） ੜ̎ޙʙý÷Χ月ະຬ ʢॳճʣੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʢùþҎ্͚͋ͯ̏ճʣ
ʢՃʣॳճ̓ޙʙ1�Χ月͚͋ͯ̍ճ

小児肺炎球菌 ੜ̎ޙʙý÷Χ月ະຬ ʢॳճʣੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʢ2�Ҏ্͚͋ͯ̏ճʣ
ʢՃʣੜޙøùʙøüΧ月ະຬʢॳճޙý÷Ҏ্͚͋ͯ̍ճʣ

四 種 混 合（※1）
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ） ੜ2ޙʙĀ÷Χ月ະຬ ʢॳճʣੜ̎ޙʙøùΧ月ະຬʹù÷ʙüý͚͋ͯ̏ճ

ʢՃʣॳճޙøùʙøÿΧ月͚͋ͯ̍ճ

五 種 混 合（※2）
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ・ヒブ）ੜޙùʙĀ÷Χ月ະຬ

ʢॳճʣੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʹɺù÷ʙüý͚͋ͯ̏ճ
ʢՃʣॳճ６ʙøÿΧ月͚͋ͯ̍ճ

二 種 混 合
（ジフテリア・破傷風） 11ʙ1ࡀ�ະຬ Ͱ̍ճࡀ11

B C G ੜ̑ޙΧ月ʙ̍ ະຬࡀ ੜ̑ޙʙ�Χ月ະຬʹ̍ճ

ＭＲ混合
（麻しん・風しん）

ʢ 12ʙ24Χ月·Ͱޙʣੜظ̍
ʢ̎ظʣ年ࣇ૬ʢबֶલͷ̍ 年ؒʣ̍ظɺ̎ ͱʹ̍ճظ

水痘（水ぼうそう） ੜ12ޙʙ��Χ月ະຬ
˞͢ͰʹጶࡁױΈͷ߹ର֎

	ॳճ
ੜޙøùʙøüΧ月ະຬʹ̍ճ
	Ճ
ॳճ６ޙʙøùΧ月͚͋ͯ̍ճ

おたふくかぜ（任意） Ҏ্ࡀ̍
˞͢ͰʹጶࡁױΈͷ߹ର֎

Ҏ্Ͱ̍ʙ̎ճࡀ̍
˞ொಠࣗͷॿʹΑΓ̍ ʙ̏ Ͱͷॳճ·ࡀ ճ̍ͷΈແྉ

日 本 脳 炎
ʢ ６Χ月ʙ̓ޙʣੜظ̍ ６Χ月ະຬࡀ
ʢ̎ظʣ̕ ʙ1ࡀ�ະຬ
˞ಛྫରऀ20ࡀະຬ·Ͱ
छՄ

ʢ̍ظॳճʣ̏ ɿ６ʙùÿ͚͋ͯ̎ճࡀ
ʢ̍ظՃʣ̐ ɿ̍ࡀ ̍年͚͋ͯ̍ճޙॳճऴྃظ
ʢ̎ɹɹظʣ̕ ɿ̍ࡀ ճ

ＨＰＶ
（ヒトパピローマウイルス）

（9価）

খֶ６ߍ年ੜʙ̍ߍߴ年ੜ૬ͷ
ࢠঁ

தֶ̍年ੜ	�Χ月͚͋ͯ̎ճ

˞̍ճͷछ͕øüࡀΛ͑ͨ߹̏ճ
	̎Χ月Ҏ্͚͋ͯ̎ճछͨ͠ޙɺ̍ ճ͔Β６Χ月Ҏ
্͚͋ͯ̍ճ


（※1）令和６年３月31日までに接種を開始している方は、同じワクチンで接種を終えてください。
（※2）令和６年４月１日から新たに接種を開始する方は、五種混合ワクチンが適用されます。（ヒブおよび四種混合は対象外）

令和６年10月号 2024年10月号1� 14



健康情報
住民課 健康推進グループ　☎26-7871
（総合ケアセンターゆくり内）

自覚症状が無いあなたにこそ受けてほしい
女性のがん検診

井
いのうえ

上 朋
と も み

美
担  当
保健師

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
で
あ
る

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
で
す

が
、「
忙
し
い
」「
以
前
受
け
て
問

題
な
か
っ
た
」「
が
ん
が
見
つ
か

る
の
が
こ
わ
い
」「
自
分
に
は
ま

だ
早
い
と
思
う
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
検
診
か
ら
足
が
遠
の

い
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

乳
が
ん
は
乳
腺
な
ど
の
乳
房
組

織
に
で
き
る
が
ん
で
、
日
本
人
女

性
が
罹
患
す
る
が
ん
の
中
で
最
も

多
い
が
ん
で
す
。
そ
の
罹
患
率
は

９
人
に
１
人
の
割
合
で
、
特
に
30

代
後
半
か
ら
上
昇
し
て
き
ま
す
。

進
行
す
る
と
が
ん
細
胞
が
周
囲

の
組
織
を
壊
し
な
が
ら
増
殖
し
て

い
き
、
血
液
や
リ
ン
パ
液
等
の
流

れ
に
乗
っ
て
リ
ン
パ
節
、
骨
、
肺
、

肝
臓
、
脳
な
ど
の
遠
隔
へ
の
転
移

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
の
原
因
は
は
っ
き
り
と

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
次
の

よ
う
な
リ
ス
ク
要
因
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
要
因
】
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
期
間
が
長
い（
初

経
年
齢
が
早
い
・
閉
経
年
齢
が
遅

い
・
出
産
経
験
が
な
い
・
授
乳
歴

が
な
い
・
閉
経
後
の
肥
満
な
ど
）、

飲
酒
、
喫
煙
、
糖
尿
病
、
一
親
等

の
乳
が
ん
の
家
族
歴
な
ど

子
宮
頸
部（
子
宮
の
入
口
付
近
）

に
で
き
る
が
ん
で
、
毎
年
約
１
万

人
が
子
宮
頸
が
ん
と
診
断
さ
れ
、

約
３
千
人
が
子
宮
頸
が
ん
が
原
因

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
20
〜
30
代
の
若
い
女
性
の

罹
患
が
増
え
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
主
な
原
因
は
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
へ
の
性
交
渉
に
よ
る
感
染

で
、
多
く
の
女
性
が
一
生
に
一
度

は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
通
常
は
感
染
し
て
も
免
疫
に

よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
自
然
排
除
さ

れ
ま
す
が
、
感
染
が
持
続
し
た
場

合
、
数
年
〜
10
年
と
い
う
期
間
を

経
て
、
子
宮
頸
が
ん
へ
進
展
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
多
く
は
、「
子

宮
頸
部
異
形
成
」
と
呼
ば
れ
る
が

ん
の
前
段
階
の
状
態
を
経
て
が
ん

に
な
り
ま
す
。

早
期
に
発
見
す
れ
ば
比
較
的
治

療
し
や
す
く
予
後
も
良
好
な
た
め
、

早
期
発
見
が
重
要
で
す
が
、
子
宮

頸
部
異
形
成
の
状
態
で
は
自
覚
症

状
が
ほ
ぼ
無
い
こ
と
か
ら
、
早
期

発
見
の
た
め
に
は
検
診
受
診
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

自
覚
症
状
の
無
い
う
ち
に
こ
そ

が
ん
検
診
を
受
け
、
初
期
の
状
態

で
早
期
発
見
し
て
い
く
こ
と
で
、

心
身
の
負
担
も
少
な
く
済
み
、
安

心
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
※
既

に
自
覚
症
状
の
あ
る
方
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
検
診
も
１
０
０
％
の
確

率
で
が
ん
を
発
見
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
短
期
間

で
が
ん
が
進
行
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
検
診
で
「
異
常
あ
り
」
と

判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
精
密

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

検
診
で
「
異
常
な
し
」
で
も
、
推

奨
さ
れ
た
間
隔
で
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

乳
が
ん
と
は
？

子
宮
頸
が
ん
と
は
？

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

今月のテーマ

◆日程：11月28日（木）　◆場所：総合ケアセンターゆくり（北海道対がん協会のバス検診）
◆対象： 乳がん…40歳以上の女性で昭和奇数年生まれの方

子宮がん…20歳以上の女性で昭和奇数・平成偶数年生まれの方
※上記のほか、11月と１月に実施予定の総合がん検診でも乳・子宮がん検診が受けられます。

医療機関で個別にがん検診を受けた場合はがん検診料金の助成事業もあります。

詳細は広報９月号の折込チラシをご覧ください。令和６年度　乳がん・子宮がん検診無 料

〔新規入園園児〕
①支給認定申請書兼こども園利用申込書
②就労証明書など（2号・3号認定）
③アレルギーに関する調査票
・上記以外にも書類の提出が必要になる場合があります。
・�必要書類はこども園でも配布しています。町ホームページからも
ダウンロードできます。※すべての書類がそろい次第、提出してください。
住民課�子育て支援グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26–7872
※上厚真支所と各こども園でも申し込み書類を受け付けます。

〔継続利用園児〕
①現況届
②就労証明書など（2号・3号認定）

こども園を利用するには、支給認定の申請が必要です。
対象年齢は令和７年４月２日現在となり、認定区分で内容や利用時間が異なります。

10月21日（月）から11月22日（金）まで

認定について

募 集 期 間
※支給認定証の交付および入園決定通知は12月下旬に送付予定です。
※園児の面談および入園説明会などは入園決定後に各こども園で行います。
※令和６年度から継続して利用する場合の提出書類は各こども園から配布します。

右記の「保育の必要な事由」
に保護者全員が該当すると
認められる場合に、保育を
受けることができます。事由
により保育の必要量（利用で
きる時間）が判定されます。

保育の必要な事由と
保育の必要量について

อҭͷඞཁͳࣄ༝ ඪ४ؒ࣌ೝఆ ؒ࣌ೝఆ
ᶃ月ʹ4ؒ࣌�Ҏ্ͷब࿑ ʓ ʓ
ᶄ৷தɾग़ؒޙ࢈ͳ͍ ʓ
ᶅ࣬පɾෛইɾো͕͍Λ༗͍ͯ͠Δ ʓ
ᶆಉډͷʢؒظೖӃΛؚΉʣͷհޢɾޢ ʓ ʓ
ᶇࡂɾ෩ਫɾՐͦࡂͷଞͷࡂͷ෮چ ʓ
ᶈܧଓతͳٻ৬׆ಈɾۀىͷ४උ ʓ
ᶉबֶɾ৬܇ۀ࿅ ʓ ʓ
ᶊࣇಐٮɾ̙̫ ʓ
ᶋ�ҭۀٳࣇதͰɺ͢ͰʹอҭΛར༻͍ͯ͠Δܧ͍͕ͯࢠ
ଓར༻͕ඞཁͳ߹ʢԼͷࡀ͕̎ࢠʹͳΔ月ͷ·Ͱʣ ʓ

提 出 書 類

提出・問い合わせ

令和7年度　園児募集こども園つみき（公立） 宮の森こども園（私立）

教 育 保 育 　 ※保育の事由に該当する場合
1号認定 ２号認定 3号認定
満３歳以上 満３歳以上 生後６カ月以上満３歳未満

教育標準時間認定
教育時間：8時45分～13時

「保育の必要な事由」に要する時間が１日あたり８時間以上
保育標準時間認定 保育時間：7時30分～18時30分
「保育の必要な事由」に要する時間が１日あたり４時間以上８時間まで
保育短時間認定　　保育時間：8時30分～16時30分､ 9時～17時

厚真子育て支援センター ☎27－2438　ژொ1�2ʢ͜ͲԂͭΈ͖ʹซઃʣ
厚南子育て支援センター ☎28－3155　্ްਅ2��Ȃ�ʢٶͷ͜ͲԂʹซઃʣ
ԉηϯλʔ·ͰࢧҭͯࢠΈձͱͳΔࠐͳͲͷਃ͠࠲ߨ˞

ਃ͠ࠐΈɾ͍߹Θͤɾ༧ɾ૬ஊ

·自由開放…月曜～金曜日９時～12時/13時～15時
·子育て相談（予約制）…月曜～金曜日15時～16時　·サークル活動（予約制）…月曜～金曜日　13時～15時

Helloえいご・えいごであそぼう
10時～10時30分

ＡＬＴの先生と遊びを通じて英語に触れることができます。
開催日は情報誌をご覧になるか、各センターにお問い合わせください。

11月の よてい
子育て支援センター

子育て講座  編みもの講座
内　容： 子どものニット帽を作ります
日　時：11月25日（月）10時～11時
場　所：厚真子育て支援センター
持ち物： 毛糸(7～8号針用)、かぎ針(ある方は

持参、数本貸し出し可）
定　員：7組　申し込み：11月18日（月）まで

特別講座  子どもの発達を促すスキンシップ方法
内　容： 理学療法士の視点から子どもの発達に合った関わり

方や発達を促すスキンシップの方法を学びます
日　時：11月8日（金）10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
定　員：7組　申し込み：11月7日（木）まで

町ホームページ

対象：40歳以上

がん検診

マンモグラフィー追加検査、
超音波検査、細胞診検査、
組織診検査など

マンモグラフィ検査（乳房
をプラスチックの板で挟ん
でＸ線で撮影）

精密検査

乳
がん

対象：20歳以上

がん検診

検診・検査の内容
受診間隔：2年に1回

コルポスコープ検査（膣拡
大鏡で子宮を詳しく観察）、
必要に応じて組織診検査

細胞診検査（子宮頸部の細
胞を採取して観察）

精密検査

子宮頸
がん

※対象要件や助成上限額がありますので、事前に住民課健康推進グループにお問い合わせください。
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解
雇
や
賃
金
未
払
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？
北
海
道
労
働
委
員
会
で

は
、
労
働
問
題
に
詳
し
い
経
験
豊
か

な
「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
、
当
事
者
双

方
か
ら
お
話
を
伺
い
、
問
題
点
を
整

理
し
た
う
え
で
助
言
等
を
行
い
、
歩

み
寄
り
に
よ
る
解
決
を
図
る
「
あ
っ

せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
料

は
無
料
で
、
迅
速
な
解
決
を
目
指
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整

課
（
☎
０
１
１
–
２
０
４
–
５
６
６

７
）ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
北

海
道
労
働
委
員
会
・
個
別
あ
っ
せ

ん
」と
検
索

国
内
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大
き

く
見
直
さ
れ
ま
し
た

国
内
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
化
学

物
質
の
中
に
は
、
危
険
性
や
有
害
性

を
持
つ
物
質
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

労
働
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
労
働

者
が
安
全
に
働
け
る
よ
う
に
化
学
物

質
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改

正
で
、
今
年
４
月

か
ら
職
場
で
の
化

学
物
質
規
制
が
大

き
く
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理

無
料
相
談
窓
口
（
テ
ク
ノ
ヒ
ル
株
式

会
社
☎
０
５
０
–
５
５
７
７
–
４
８

６
２
）

東
胆
振
精
神
保
健
大
会
を

開
催
し
ま
す

東
胆
振
精
神
保
健
協
会
は
、
苫
小

牧
市
民
会
館
で
令
和
６
年
度
東
胆
振

精
神
保
健
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
表

彰
式
や
講
演
、
授
産
製
品
の
販
売
と

作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。

■
日
時

øø
月
２
日（
土
）øú
時
ú÷
分
〜
øü
時

ú÷
分

■
場
所

苫
小
牧
市
民
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル

■
内
容

①
表
彰
式（
東
胆
振
精
神
保
健
事

業
功
労
者
感
謝
状
、
心
の
ア
ー
ト
展

２
０
２
４
受
賞
者
）、
②
こ
こ
ろ
の

リ
カ
バ
リ
ー
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

阿
部
幸
弘
理
事
長
・
所
長
の「
ひ
き

こ
も
り
」に
関
す
る
講
演
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
保
健
所
健
康
推
進
課
保
健

係
（
☎
０
１
４
４
–
þþ
–
９
９
３
５
）

個
別
的
労
使
紛
争

あ
っ
せ
ん
制
度
に
つ
い
て

͍߹Θͤɹ͜Ϳ͠ͷ౬͋ͭ·�ὸ2�ô�12�
˞Πϕϯτ༧ࠂͳ͘ม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

イベントカレンダー　11月

毎週日曜 ちびっこデー▷খֶੜελϯϓ2ݸ
毎週月曜 シルバーデー▷ࡀ��Ҏ্ϙΠϯτ̏ ഒ
毎週火曜  メンズデー▷உੑελϯϓ2ݸ
毎週水曜   高齢者無料入浴券の日
▷ ொަͷແྉ݊ར༻ͰϨετϥϯͷ
ϔϧγʔηοτ͕��0ԁˠ�00ԁ
毎週木曜  レディースデー▷ঁੑελϯϓ2ݸ
最終金曜  町民の日▷ੜ月ͷொຽϨετϥϯར༻Ͱೖཋແྉ
毎月26日  風呂の日▷ொຽೖཋແྉ
ொ͕֬ॅࡏೝͰ͖Δূ໌ॻͷఏ͕ࣔඞཁ
˞ର֎ͷํϙΠϯτ̏ ഒɺελϯϓ̎ݸ
2と6のつく日 ▷ϙΠϯτ�ഒ
5のつく日 ▷ொަͷແྉ݊ར༻ͰϙΠϯτ̑ 倍

日 月 火 水 木 金 土
1 2ഒ 2 �ഒ

3 4 5 6 7 8 9
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ 休館日 ϨσΟʔε
10 11 12 �ഒ 13 14 15 2ഒ 16 �ഒ
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
17 18 19 20 21 22 �ഒ 23
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ ݊ऀྸߴ� ϨσΟʔε
24 25 2ഒ 26 �ഒ 27 28 29 2ഒ 30
ͪͼͬ͜ γϧόʔ 風呂の日 ݊ऀྸߴ� ϨσΟʔε 町民の日

ø÷࣌ú÷ʙøø࣌
６ʢਫʣɺ̔ ʢۚʣɺøùʢՐʣɺøúʢਫʣ
øüʢۚʣɺøĀʢՐʣɺù÷ʢਫʣɺùùʢۚʣ
ùüʢ月ʣɺùþʢਫʣɺùĀʢۚʣ

øú࣌ú÷ʙøû࣌
̓ʢʣɺøûʢʣɺùøʢʣɺùýʢՐʣ

�ʢҰࣾʣখ۠ަ௨҆શڠձ
ὸ0144ô��ô14��

খަࢢ௨҆શηϯλʔͰ͍ͯͬߦΔӡస
໔ߋূڐ৽ߨ࣌शʢ༏ྑʣͷఔΛ͓Βͤ͠
·͢ɻ
͜ͷଞͷߨशఔʢҰൠɺҧɺॳճʣʹ ͭ
͍ͯɺԼه·Ͱ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

1 1月

運転免許証
更新時講習

社会福祉協議会への寄付

まちの善意

町税・保険料
今月の納期

͍߹Θͤ
ॅຽ՝�੫άϧʔϓὸ2�ʵ���1
ॅຽ՝�ࢱάϧʔϓὸ2�ʵ���2

Պ ொ ಓ ຽ ੫ʢୈ̎ظʣ
հ ޢ อ ݥ ྉʢୈ̏ظʣ

ೲظ 10月�1ʢʣ

ްਅொʢຊेްࣾࣈਅ۠ʣͰɺ令和６年ొౡͰඃ
Λड͚ΒΕͨํͷࢧԉΛతʹٛԉۚΛड͚͚͍ͯ·͢ɻืۚ
ശɺຊிࣷɺ্ްਅࢧॴɺ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γͷ̏Χॴ
ʹઃஔ͍ͯ͠·͢ɻٛԉۚຊेࣾࣈΛ௨ͯ͡ඃࡂʹد͞
͍͖ͤͯͨͩ·͢ɻօ͞·ͷԹ͔͍͍͝ئ͓ྗڠக͠·͢ɻ

͍߹Θͤ
ॅຽ՝�ࢱάϧʔϓɹὸ2�ô���2
ʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γʣ

���૯ֹد���0�0ԁʢ̔月ࡏݱɺืۚശؚΉʣ
˞ٛԉۚ令和６年12月2�·Ͱਵ͍ͯ͠ूื࣌·͢ɻ
ɻ͢·͖͍ͩͨͯͤ͑͞߇ࡌܝͷ໊ࢯऀدͷͨΊޢਓใอݸ˞

令和６年能登半島地震
義 援 金

町
職
員
の
人
事
異
動

（

）内
は
主
務

◆
新
規
採
用（
９
月
１
日
付
）

建
設
課
主
事（
上
下
水
道
グ

ル
ー
プ
）▶

飯
岡
高
基

◆
退
職（
８
月
úø
日
付
）

▶

小
山
田
俊（
総
務
課
主
事
）

▶

笠
原
あ
い
か（
住
民
課
主

事
）

３歳以下のお子さんの写真を募集し
ています。住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、両親の氏名（ふりがな）、
電話番号を明記の上、まちづくり推進
課企画調整グループへ。

おかばし みおさんたかはし かえでさん〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

εϚʔτϑΥϯͳͲʹ-Đ/&ΛΠϯετʔϧͯ͠ɺ࣍ͷ͍ͣ
Ε͔ͷํ๏Ͱްਅொެࣜ-*/&Λ༑ͩͪొ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ᶃ�ް ਅொެࣜ-Đ/&ͷ*%ʮˏBUTVNBʯΛ
༑ͩͪՃ͢Δͯ͠ࡧݕ
ᶄ�ӈͷ23ίʔυΛಡΈऔΓ༑ͩͪՃ͢Δ

·ͪͮ͘Γਪਐ՝ا�ըௐάϧʔϓ�ὸ 2�Ȃ�1��

町公式ＬＩＮＥアカウントをご活用ください

受信したい情報を選択して受け取ることができます
ɾ�ड৴ઃఆͷΞϯέʔτͰ࣭ʹճ͢Δͱɺड৴͍ͨ͠
ใΛબ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
町からの重要な情報が受け取れます

ɾொใɹɹɾ࣌ࡂͷٸۓใࢧࡂԉใ
ɾ۽ग़ใ৯தಟܯใͳͲͷҙىש
ɾ͝ΈऩूΧϨϯμʔͳͲͷੜ׆ใ

各種証明書の請求
ɾ�ϚΠφϯόʔΧʔυΛͯͬɺΦϯϥΠϯͰॅຽථҹؑ
ొূ໌ॻɺ֤छ੫ূ໌ॻͷ͕ٻՄͰ͢ɻ
利用方法

ʰकΓ͍ͨɹະདྷ͕͋Δ͔ΒɹՐͷ༻৺ʱΛ౷Ұඪޠʹɺؒظதं྆ʹΑΔใ׆ಈ
ঁੑஂһʹΑΔಠΓΒ͠ͷॅऀྸߴͷՐࠪͳͲΛ͍ߦ·͢ɻετʔϒͳͲΛ
ར༻͢Δػձ͕૿͑Δظ࣌ͷͨΊɺՐͷݩʹेҙ͠·͠ΐ͏ʂ

秋の火災予防運動 10月15日（火）～31日（木）全国一斉

令和６年10月号 2024年10月号1� 1�
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群
馬
県
出
身
で
、
ホ
テ
ル
の
専
門
学

校
を
卒
業
後
に
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
に

勤
務
し
ま
し
た
が
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

打
ち
込
む
た
め
に
退
職
し
て
北
海
道
に

引
っ
越
し
。
占
冠
村
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
な
が
ら
、
冬
は
ゲ

レ
ン
デ
、
夏
に
は
浜
厚
真
海
岸
に
通
っ

て
サ
ー
フ
ィ
ン
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
生
計
を
維
持
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
が
断
念
し
、
大
手
ス

ポ
ー
ツ
用
品
店
に
再
就
職
。
転
勤
が
多

く
北
海
道
で
落
ち
着
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
苫
小
牧
市
内
に
住
宅
を
建
て
、

エ
ー
ゼ
ロ
厚
真（
当
時
）の
門
を
た
た
い

て
令
和
３
年
øø
月
に
転
職
し
ま
し
た
。

エ
ー
ゼ
ロ
グ
ル
ー
プ
厚
真
町
支
社
で

は
現
在
、
支
社
長
を
は
じ
め
４
人
の
社

員
が
働
い
て
い
ま
す
。
町
の
委
託
事
業

と
し
て
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
推
進

事
業
や
森
林
空
間
利
活
用
に
向
け
た

ゾ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
運
営
管
理
体
制
等

検
討
委
託
事
業
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
目
標
達
成
に
向
け
て
知
恵
を
絞

り
、
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
常
に
向
き
合
っ
て
い
る

と
い
う
山
口
さ
ん
。「
難
し
い
仕
事
で

す
が
、
地
域
で
起
業
す
る
人
を
呼
び
、

町
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
絶
え
ず
意
識

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
役
に
立

つ
こ
と
が
実
感
で
き
る
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
」。

広
報
あ
つ
ま
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
欄
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
着
任

当
初
に
取
材
し
た
農
業
支
援
員
は
今
で

も
忘
れ
ま
せ
ん
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
出
身
の

男
性
で
し
た
。「
掲
載
記
事
を
喜
ん
で

も
ら
え
た
ほ
か
、
知
ら
な
い
町
民
さ
ん

か
ら
の
反
応
も
良
く
、
励
み
に
な
り
ま

し
た
」
と
目
尻
を
下
げ
ま
し
た
。

「
３
年
前
と
比
べ
、
移
住
者
が
増
え

て
町
が
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
語

る
山
口
さ
ん
。
配
っ
た
名
刺
の
数
だ
け

人
脈
が
増
え
ま
し
た
。
町
内
に
潜
在
し

て
い
る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
加
速
さ
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

仕
事
以
外
で
は
、
家
族
と
の
時
間
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
厚
真
町

へ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

「
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
を

目
指
し
て
、
人
脈
を
生
か
し
な
が
ら
努

力
を
続
け
た
い
」

日
に
焼
け
た
が
っ
ち
り
し
た
体
格
か
ら
、
容
易
に
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
と
連
想
で
き
ま
す
。
反
面
、
気
配
り
を
忘
れ

な
い
繊
細
な
性
格
も
持
ち
合
わ
せ
、
人
間
関
係
を
大
切
に

し
て
町
の
活
性
化
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
ま
す
。
エ
ー
ゼ
ロ

グ
ル
ー
プ
厚
真
町
支
社
に
転
職
し
て
間
も
な
く
３
年
。
町

の
委
託
事
業
の
企
画
立
案
や
取
材
を
通
じ
た
情
報
発
信
な

ど
に
汗
を
流
す
山
口
和
秀
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。エーゼログル―プ厚真町支社

山
やまぐち
口　和

かず
秀
ひで
さんVol . 5 4

人脈を生かして町を盛り上げたい

厚真で暮らす人、働く人、応援してくれる人、訪れる人・・・
みんな、みんな、

2024
年

令
和
６
年

10月
号
ɹ
/
0
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